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菅原広美さん（栗駒）・志摩幸三さん（高清水）

7㌻
｢私もひとこと｣ 16㌻

花山小学校についてなど１6人登壇

3㌻新たに2つの活動実施

一 般 質 問

2㌻議員定数「3案」９月に結論

4㌻賛成多数で可決国保条例
国保会計

広 聴
活 動

優秀賞
会員推薦賞

迫桜高等学校生徒作

タイトル

　より身近で市民に親しまれる
「市議会だより」を目指し、表紙
には市内の児童・生徒の作品を掲
載しています。
　今回は、「令和６年度栗原・登
米地区高等学校美術展」で優秀
賞・会員推薦賞を受賞した作品で
す。

市議会だより市議会だより
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特別委員会

　

議
会
は
、
議
員
定
数
・
議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
選
出
方
法
・
議
会
基
本
条
例
の
検
証

な
ど
を
総
合
的
に
調
査
・
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
３
月
11
日
に
「
栗
原
市
議

会
の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会
」（
以
下
、
特
別
委
員
会
）
を
設
置
し
、
議
会
改
革
の
進

め
方
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
「
議
員
定
数
は
、
削
減
と
現

状
維
持
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

削
減
は
２
人
減
が
多
く
、
次
い

で
４
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

決
定
の
時
期
は
、
９
月
定
例

議
会
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
12
月
定
例
議
会
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
特
別
委
員
会
で
決
定

し
て
ほ
し
い
。」

　

７
月
３
日
、
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
第
１
小
委
員
会
で
の

「
議
員
定
数
３
案
」
の
協
議
結

果
を
踏
ま
え
、
議
員
定
数
の
見

直
し
時
期
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、９
月
「
14
人
」、

12
月
「
８
人
」
と
な
り
、
９
月

定
例
議
会
で
決
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
の
見
直
し
案
は
、

現
状
維
持
「
７
人
」、２
減
「
８

人
」、
４
減
「
５
人
」
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
２
人
」
は
考
え
を

明
ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

５
月
27
日
、
第
１
小
委
員
会

は
、
議
員
定
数
を
議
論
し
た
結

果
、「
現
状
維
持
」「
２
減
」「
４

減
」
の
３
案
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
会
派
お
よ
び
無
会
派
の
主

張
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
清
流　
　
　
　
　
　
　

２
減

市
民
く
り
は
ら　

�

現
状
維
持
お
よ
び
２
減

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

４
減

日
本
共
産
党
栗
原
市
議
団

�

現
状
維
持

立
憲
・
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

現
状
維
持

創
成
会　
　

現
状
維
持
か
２
減

鹿
野
芳
幸
委
員　

２
減
か
４
減

三
浦
善
浩
委
員　
　
　
　

２
減

　

な
お
、
６
月
11
日
に
第
１
小

委
員
会
を
開
催
し
、
協
議
の
結

果
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
、
６

月
19
日
の
特
別
委
員
会
に
報
告

し
ま
し
た
。（
概
要
で
す
）

特別委員会

「維持」・「２減」・「４減」
議員定数の見直し３案９月に結論

議会のあり方調査特別委員会

第１小委員会 第２小委員会

◎　濁　沼　一　孝
〇　石　川　正　運

◎　委員長
〇　副委員長

委員会構成の注釈
新　新清流
市　市民くりはら
政　政策フォーラム
共　日本共産党栗原市議団
社　立憲・社民フォーラム栗原
創　創成会
無　無会派

◎　阿　部　貞　光
〇　佐　藤　千　昭
　　鹿　野　芳　幸
　　佐々木　嘉　郎
　　三　塚　　　東
　　髙　橋　義　雄
　　小　野　久　一
　　佐　藤　　　悟
　　三　浦　善　浩
　　菅　原　勇　喜
　　濁　沼　一　孝

◎　佐　藤　久　義
〇　相　馬　勝　義
　　佐　藤　　　勇
　　菊　地　広　志
　　高　橋　勝　男
　　髙　橋　　　将
　　佐　藤　文　男
　　石　川　正　運
　　五十嵐　　　勇
　　菅　原　麻　紀
　　尾　形　勝　通

特
別
委
員
会
の
動
き

■
第
１
回
（
３
月
11
日
）

　

正
・
副
委
員
長
を
互
選
。

　

委
員
長　
　

濁
沼
一
孝

　

副
委
員
長　

石
川
正
運

　

第
１
、
第
２
小
委
員
会
を
設

置
し
、
各
委
員
を
選
任
。

■
第
２
回
（
３
月
18
日
）

　

小
委
員
会
の
正
・
副
委
員
長

を
互
選
。

　

今
後
の
進
め
方
を
協
議
。

■
第
３
回
（
４
月
11
日
）

　

第
１
、
第
２
小
委
員
会
の
報

告
。

■
第
４
回
（
６
月
７
日
）

　

第
１
、
第
２
小
委
員
会
の
報

告
。

■
第
５
回
（
６
月
19
日
）

　

第
１
小
委
員
会
の
「
議
員
定

数
」
の
協
議
結
果
を
報
告
。

■
第
６
回
（
７
月
３
日
）

「
議
員
定
数
」
と
時
期
を
協
議
。

第
１
小
委
員
会

定
数
３
案
提
示

特
別
委
員
会

３
案
９
月
に

創

新 新
市 市
無 市
政 市
政 立
新

新
市
政
共
立
創
無

新
共 共
立 政
無 創
共 新
創 無

政

栗原市議会本会議の様子
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議会報告会

　

秋
田
県
湯
沢
市
議
会
で
は
、

議
長
が
「
聴
く
力
を
磨
く
‼
」

と
決
意
表
明
し
、
市
民
の
声
を

議
会
活
動
に
活
か
す
姿
勢
が
受

け
取
れ
ま
し
た
。

　

広
聴
活
動
を
担
う
の
は
「
広

報
広
聴
委
員
会
」「
議
会
改
革

推
進
会
議
」
で
あ
り
、
共
に
協

議
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
会
議
の
発
言
な
ど

は
整
理
せ
ず
、
自
由
に
対
話
を

行
い
広
聴
活
動
に
繋
げ
て
い
ま

す
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
議
決
の

必
要
も
な
い
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
、
柔
軟
な
動
き
が

実
現
で
き
ま
す
。

　

湯
沢
市
の
議
会
報
告
会
に
お

い
て
も
、
本
市
と
同
様
に
参
加

人
数
の
低
迷
、
年
代
の
固
定
化
、

要
望
意
見
に
偏か

た
よ

る
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
広
聴
活
動
の
強
化
を

図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
議
会

報
告
会
の
活
動
を
き
っ
ぱ
り
と

辞
め
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
代
わ
る
前
向
き
な
広

聴
手
段
と
し
て
、「
議
員
と
し

ゃ
べ
ろ
う
マ
チ
ト
ー
ク
‼
」「
ゆ

ざ
わ
市
民
一
日
議
会
」
な
ど
の

新
た
な
広
聴
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
は
「
非
常
に
有
意
義

だ
っ
た
」
の
回
答
が
70
％
以
上

と
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

本
市
に
お
い
て
も
、
従
来
の

議
会
報
告
会
の
開
催
方
法
を
見

直
す
こ
と
や
、
幅
広
い
年
代
か

ら
多
く
の
意
見
を
聴
け
る
よ
う

な
新
た
な
広
聴
活
動
の
実
施
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
、
よ
り
一
層
、
議
員
活

動
を
活
発
に
し
、
市
議
会
が
一

つ
に
な
っ
て
、
事
業
の
策
定
や

実
施
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

調
査
の
結
果

新
た
な
広
聴
活
動

　
　
実
施
に
向
け
て

4/24

先進地
に学ぶ
議会
報告会

目　的
　市内の各種団体やグループと議員が、市政課題やまちづくりなどについ
て、一定のテーマを設けて意見交換を行い、課題の共有や相互理解を深め
るとともに、ご意見を議会活動に反映させ、政策提言などに生かします。

対象者
　５人以上の市民など（市内に居住、滞在または通勤、通学する方）によ
り構成される団体。

開催日時および場所
　申込書に記載された希望日時および場所について、申込団体と調整のう
え決定します。なお開催時刻は午前 10時から午後８時までの間の２時間
程度とさせていただきます。

申込方法および問い合わせ先
　市ホームページに掲載している申込書を記入の上、お申し込みください。
【申し込みおよび問い合わせ先】
栗原市議会事務局（申し込みは郵送、ＦＡＸ、Ｅ -メール、持参のいずれか）
【住所】〒９８７-２２９３　栗原市築館薬師一丁目７番１号
【ＴＥＬ】０２２８-２２- １１７０　【ＦＡＸ】０２２８-２２- ０３１４
【Ｅ -メール】gikai@kuriharacity.jp

出張議員
　出席する議員は、申込書に記載されたテーマに関係する委員会に所属す
る議員です。

注意事項
①報道機関に対して、あらかじめテーマなどの情報提供と当日の撮影を許
可する場合がありますので、ご了承のうえお申し込みください。
②意見交換会の様子などを写真撮影し、市議会だよりなどに掲載する場合
があります。
③テーマの内容や開催時期によっては、お受けできない場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。

目　　的
　市民の皆さんと議員が気軽に
「栗原の未来について」、「議会
活動について感じること」など
を語り合い、課題の共有や相互
理解を深めるとともに、ご意見
を議会活動に反映させ、政策提
言などに生かします。

開催日時
　令和６年８月 31日（土）
　午前 10時から午後３時まで
場　　所
　イオンスーパーセンター
　栗原志波姫店特設会場内

栗原市民まつりで
まちなかプチ議会
� を開催

湯沢市議会を調査

新たな広聴活動を実施します。

議員と語り合おう
出張 !! なんでも意見交換会
� を開催します


